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　学校現場で働く中で、よりよい授業をしたい、教職員が協働して学校を
よりよくしていきたいという思いが強くなりました。その一方で、日々の忙
しさの中では、目の前のことに追われ、課題を十分に整理できないもどか
しさも感じていました。そのような悩みを経験や感覚だけで抱えるのでは
なく、理論とエビデンスを手掛かりに捉え直し、実践につなげたい。それが
教職大学院で学ぼうと決めた理由です。
　講義や演習、実践研究を通して、学校改善・授業改善・校内研修・組織
マネジメントなどを多面的に学ぶ中で、自校の課題の背景や改善の方向
性が次第に見えてきました。これまで漠然と受け止めていたことが言語
化され、子どもの姿の見取り方や教職員との対話の在り方にも前向きな
変化が生まれています。
　学んだことを校内で共有し、共に考え、実践に生かしていく中で、その
学びが子どもたちの成長や教職員の協働に着実につながっていく手応え
を感じています。理論と実践を往還することで、日々の実践がより確かな
ものになり、自分自身の視野も広がる実感があります。
　教職大学院は、今の実践を見つめ直しながら、これからの学校づくりに
向けた力を培う場です。同じ悩みや志をもつ仲間との対話を重ねながら
学べるこの環境は、自分の実践を問い直し、学校づくりを前に進める大き
な力になっています。学びを子どもたちの成長と教職員の協働に還元で
きることに、大きなやりがいを感じています。

今の実践を、より確かなものに
■ 教職大学院２年（現職教員学生）

■ 令和７年度修了生（現職教員学生）
■ 宮城県古川高等学校 教諭

■ 令和７年度修了生（ストレートマスター）
■ 川崎町立川崎中学校 教諭

　私が進学を決めたのは学部�年の実習後の��月です。私は�年次実習での
失敗から教員以外の道を目指していましたが、実習を終えて生徒と関わること
の楽しさを実感し、教員になりたいと改めて思うようになりました。しかし、実
習では教科指導や生徒理解などについての自身の未熟さも痛感しました。今
の自分では教員としての責任を果たすことができないと考え、自信をもって教
壇に立ちたいと思い、進学を決めました。
　実際に教職大学院で学んで感じた魅力として第一に挙げられるのは、理論
と実践の往還です。講義では、専門教科のことだけでなく、学校で広く役に立つ
学びを得られます。講義で得た知見を実践で生かすことで、さらに新たな事実
を発見するという往還が行われます。このような理論と実践の往還によって、子
どもの実際に即した生きた学びを得られるのが教職大学院の特徴です。
　第二に現職教員と同じ場で学ぶことができるということです。講義では、現職
教員の皆さんから現場の実際や、現場のことを踏まえた意見など様々なことを
学ばせていただきました。講義外でも勉強会を行ったり、悩んでいることについ
て相談させていただいたりと大変お世話になりました。このような機会はなか
なか得られないものですので、教職大学院ならではの魅力だと思います。
　先生方のサポートも厚く、学生も意欲のある人ばかりなので、新しいことに
挑戦することのできる場です。自分を更に高めたいという方は進学を検討して
みてはいかがでしょうか。

教職大学院の魅力
■教職大学院２年（ストレートマスター）

佐竹 雅洋日下　輝　（出身大学：宮城教育大学）



教職大学院入学前に教員採
用試験に合格し、２年間の特
例措置を認められた者

教職大学院1年次に教員採
用試験に合格し、１年間の
特例措置を認められた者
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概ね1/3程度
概ね2/3程度

※ 学部卒業生等入学者には、協定校及び本学からの特別入試による合格者６名を含む。

専攻
高度教職実践専攻

現職職員
学部卒業生等※内訳

募集人員
57
11
46

志願者数
53
11
42

受験者数
44
9
35

合格者数
41
9
32

入学者数

■ 令和8年度大学院教育学研究科 専門職学位課程（教職大学院） ｜ 入学者選抜実施結果

Ⅰ期

令和8年8月31日（月）～9月4日（金）

令和8年10月3日（土）

令和8年10月8日（木）

Ⅱ期

令和8年11月4日（水）～10日（火）

令和8年12月5日（土）

令和8年12月10日（木）

令和8年12月18日（金）～24日（木）

令和9年1月30日（土）

令和9年2月10日（水）

Ⅲ期

出願期間

試験日程

合格発表

令和7年度修了生の就職状況 [R8.4.1現在]

ストレートマスターの就職状況

その他
5人（10.2%）

中高一貫校
もしくは

中等教育学校
2人（3.4%）

特別支援学校
3人（5.2%） 幼稚園

1人（1.7%）

北海道1人（1.7%）

岩手県1人（1.7%）

新潟県1人
（1.7%）

埼玉県1人（1.7%）
千葉県1人（1.7%）

神奈川県3人（5.2%）

青森県2人（3.4%）

山形県2人（3.4%）

福島県2人（3.4%）

現職教員の
人数
小学校9人
中学校2人
高校2人
中高一貫校もしくは中等教育学校 1人

現職教員の人数
宮城県・仙台市
14人

計49人 計58人 計58人

教員
44人（89.8%）

小学校
26人
（44.8%）

宮城県・仙台市
44人（75.9%）

中学校
15人（25.9%）

高校
11人
（19.0%）

現職教員を含む教員就職者（58人）の状況

※グラフ内の割合については、表示単位未満の四捨五入の関係で、
　合計が100％にならない場合があります。






